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ACEs：Adverse Childhood Experiences
逆境的小児期体験

身体的 感情的なもの また性的虐待
身体的 精神的なネグレクト
親の精神疾患 薬物依存 投獄
親の別居や離婚 家庭内暴力など



法務省矯正局の協力による研究
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ADHDなどの発達障害（神経発達症群）においては、
前頭前皮質の成熟は一段と遅れます



性衝動を惹起するホルモン（テストステロン）の
年代別・男女別推移

（柏瀬宏隆・岩本晃明 ２００６）

一般的には、１０代の女子は性行為への衝動よりも「つながり」を求める
「この人を失いたくない」という気持ちから、

望まない・よく理解のできていない性行為に同意しやすい
（同意はしても、性行為自体への罪悪感等はあり、傷つく）。

性衝動の男女別経年変化

一方で、オキシトシンは女性＞男性



10代前半の「トラウマ」について考える際の留意点

☆子どもは「小さな大人・ミニチュアの大人」ではないということ
→日々、発達・成長・変化をしている存在
→年齢によって出来事・物事の認知や認識に違い
→その時点の自分に分かる範囲（発達水準）で理解をする

➡自己関連付けを起こしやすい → 自己肯定感の低下
➡短絡的になりやすい
➡被害当時の理解が変化（再認識・再発見）して再受傷（休眠効果： sleeper effect）

⇩
子どものこころとからだは

トラウマに
弱く、傷つきやすく、

そのトラウマは生涯に渡って悪影響を及ぼす可能性がある。



発表者としての「まとめ」

☆脳科学的にも精神医学的にも、13歳は冷静で、長期的な視点での、
判断や同意が難しい場合が多くなる。

☆短絡的・衝動的な行動に走りやすい。
→避妊をせず、望まぬ妊娠リスク。これは結果的に次世代への
虐待につながる可能性がある。

☆特に脳機能に偏りを持つような場合（知的能力障害を含む神経発達
症群）は更に顕著になる。

☆早すぎる性行為で心身が傷ついた場合、その後の長い人生で長期的
かつ深刻な悪影響を及ぼす可能性がある。休眠効果など。

☆早すぎる性行為のリスクや、十分な準備をしてからの性行為の
メリットを教える機会を作るべきと考える。



御清聴ありがとうございました。


